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法学委員会「生殖補助医療と法」分科会 

（第 25 期・第 2 回）議事要旨 
 
 
１．会議名 

法学委員会 生殖補助医療と法分科会（第 25 期・第 2 回） 
  
２．日 時 

令和 3 年 3 月 26 日（金）10 時 00 分～12 時 00 分 
 
３．会 場 

WebEx による遠隔会議 
 
４．出席者 

石井 哲也、久具 宏司、小浜
こ は ま

 正子、後藤 弘子、建石 真公子、柘植 あづみ、 
西 希代子、二宮 周平、早川 眞一郎、水野 紀子、三宅 秀彦、吉沢 豊予子、米村 滋人 

［欠席者：なし］ 
 
５．議  題 

１）今後の分科会の進め方に関する検討 
２）柘植あづみ委員による報告及び議論 
３）前回議事要旨の確認 
４）その他 
 
６．配付資料 

１）資料１：法学委員会生殖補助医療と法分科会第 1 回議事要旨（案） 
２）資料２：生殖補助医療と親子関係法（柘植委員報告資料） 
３）資料３：生殖補助医療と法 2020－2023 予定表 
４）資料４：法学委員会生殖補助医療と法分科会名簿（2021 年 3 月 26 日現在） 
 
７．議事要旨 

（１） 開会 

議事に先立ち、新規委員の久具委員から自己紹介が行われた。 
 
（２） 議題１） 

資料３に基づいて、建石委員から説明が行われ、積極的な補足・意見等が求められた。 

 

（３） 議題２） 
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「新たな『生殖補助医療法』から親子関係と不妊治療の今後を考える」と題し、資料２に

基づいて、先般の生殖補助医療法の背景及び残された課題等を中心に、柘植委員から報告

が行われた。 

その後、活発な議論が行われた。 

 
（４） 議題４） 
次回は、久具委員が自己の卵子の凍結保存をめぐる問題、著書等について報告を行うこと

となった。日時は、後日調整。 


